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１．2/20井上さんミーティングの振り返り

＜概要＞

日時：2月20日（日）14時～16時

場所：めじろ台会館

参加者：（株）背景計画研究所 井上さま

内藤明、内藤節子、柳原、小林、大井



めじろ台駅前 整備案（A案） めじろ台駅前 整備案（B案）



１．2/20井上さんミーティングの振り返り

＜新整備案について＞

みどりふれあいゾーン 想い思いゾーン

みどりふれあいゾーン（旧ルパ前）小さな花ゾーン



１．井上さんミーティングの振り返り

整備案に対する感想

・新品のコンテナ、ベンチを置くだけでは現在の駅前と変わら
ない、作業等は業者に依頼すれば設置出来てしまうので、住民
によるまちづくりにならないのでは。

・整備した人は駅前の景色が変わったと感じるが、住人はあま
り感じないのでは。

・座りたくなるベンチ、時間の経過とともに良くなる駅前緑化
が理想。

・予算100万円では新整備案3か所は無理、ゾーンを絞ったら。

・100万円かけなくても小さな事をやることでまちづくりにな
るのでは。



１．井上さんミーティングの振り返り

井上さんのアイデア① ～住民参加の工夫～

・既存のコンテナを再利用する。

・既存のコンテナの修理、色塗り替え等を行う時、アクティ
ビティ、ワークショップ活動をプラスする。

・既存コンテナの外側に木製の板を貼るとか,上部に板を貼り
ベンチにしてみては。

・自分たちがやっているプロセスを見せる事で、住民にア
ピールできる。

・球根、苗等を住民から集めて、住民の協力をいただく事も
住民参加になり仲間も増える。



１．井上さんミーティングの振り返り

井上さんのアイデア②～新整備案以外の場所～

・ロータリーの中央を緑化すれば、変化が感じられる。そこ
に芝、苔、匍匐性植物など植えたらどうか。

・ロータリー地下のスペースの細かい現状把握をしてみては。

・ロータリーの景色としてガードレールが目立つ、色を塗り
替えれば駅前が変化する

・小さな花ゾーンに梅の木等２本位の樹木を植え、日影を利
用してベンチを置く。

・まちづくり協議会全体、商店街を巻き込んでのロータリー
緑化等を考えては。

・花壇の会の実積を利用し、活動の幅を広げる。

・行政、コンサルタントが言えない事も、地元まちづくりで
言える事もある。



１．井上さんミーティングの振り返り

小林さんより

1月に実施した 1班駅前広場緑化・景観化新整備案作成
に関するアンケートに記載しましたが、
「今までの数人のメンバーで全体の統一コンセプトを考え
ても、これまで枠から拡大して上位になるコンセプトは難
しい」
「京王などの関係企業、めじろ台だけでなく駅前を利用す
る近隣地域住民の方の意見や行政（まちなみ景観課）の考
えなどを広く聞き考える」
「現在の案の見直しは専門家が決まってから行うので、実
現可能な整備は現行案に関わらず資金調達できる額で考え
る」
ですので、井上さんからいただいたアドバイスには全面的
に賛成です。



１．井上さんミーティングの振り返り

小林さんより

・整備した人は駅前の景色が変わったと感じるが、住民は
あまり感じないまちづくりですから広く意見を聴いて決め
なくて、コアなメンバーだけで考えてしまうと、景色は変
わらないと思います。
・座りたくなるベンチ、時間の経過とともに良くなる駅前
緑化・既存のコンテナを再利用する・既存のコンテナの
修理、色塗り替え等を行う時、アクティビティ、ワークシ
ョップ活動をプラス・既存コンテナの外側に木製の板を貼
るとか、上部に板を貼りベンチにしてみては一気に変える
のではなく、住民参加もいただき景色を考えていく事で、
より良いあったかい駅前に出来るのではないか
・まちづくり協議会、商店街を巻き込んでのロータリー緑
化等を考えるなどその他アドバイスいただいた項目もどう
したら多くの意見が反映出来るか検討する。



１．井上さんミーティングの振り返り

小林さんより

・花壇の会の実積を利用し、活動の幅を広げる前記の・
既存のコンテナを再利用する
・既存のコンテナの修理、色塗り替え等を行う時、アクテ
ィビティ、ワークショップ活動をプラス・既存コンテナの
外側に木製の板を貼るとか、上部に板を貼りベンチにと
・球根、苗等を住民から集めて、住民の協力をいただく事
も住民参加になり仲間を増えるなどの花壇の会で呼びかけ
集約を行う。
・井上さんの言うとおり、最初に整備するのは梅の木等2

本位の樹木を植え、日影を利用してベンチを置くことも含
め予算的にもおさまりそうで利用者にインパクトがあり、
他の部分に影響を与えない「小さな花ゾーン」が最適だと
考えます。



２．今後の進め方について

考えられる方向性

⓵新整備案の内容を変更することなく進める

⓶新整備案をベースにイベント化や住民参加など、

可能な範囲で井上さんのアドバイスも取りいれて進める、

⓷井上さんのアドバイスに従い、新整備案そのものを再

検討する



２．今後の進め方について

＜ポイント＞

・現時点では令和４年度の実現を目標としている

・メンテナンス体制の母体である花壇の会の体制づくりも

はじまったばかり

・これまでに行ってきた関係団体の意向、調整状況のこと

も踏まえる必要あり

・整備後も住民によるメンテナンスは続いていく、せっか

くなので仲間集めも並行して行う方が楽しい＆効率的では



２．今後の進め方について

＜意見交換＞
（節子さん）
・井草のまちづくり素晴らしいと思ったが、関わる人数の規模など違って、
全部真似できるものではないのでは。ガードレール、個人的には白でもい
いと思った。劣化してないので今すぐ塗り替えするのは難しいかも。ロー
タリーの緑化、市との調整色々必要。
・駅前の景観を変えるorベンチやコンテナの設置、どちらか選ばなければ
いけないとすると、まずは今の植栽の有り方を変えたりベンチを設置する
方が個人的に大事と思う。
・100万円で足りるかどうかについて、基本はみどりふれあいゾーンで他
は今あるコンテナの移設が中心なので足りるのでは。

（柳原さん）
・まず新整備案の内容の実現に向けて進めつつ、井上さんのアイデアを住
民参加のアイデアなど盛り込める部分を取り入れていくのがよいのでは。



２．今後の進め方について

＜意見交換＞
（内藤さん）
・井上さんからのアドバイス、専門分野に基づいて景観に関する内容が多
かったと感じた。一方で、新整備案を深める話についてはそれほどなかっ
た。植栽に対しては専門ではないとおっしゃっていたので、そこは別途専
門性の高い方に聞く必要が出てきた。もっと早く専門家のアドバイスをい
ただいておく必要があったと思う。
・タイムスケジュールを見ると、より広い範囲で話し合っていくことは難
しい。今の整備案をもとにアイデアを盛り込みながら進めていくのが現実
的ではないか。
・植栽のアドバイスもらえる人を探していく必要がある
・めじろ台の状況の中ではできることを実現していくのがまず必要。これ
までの議論をまとめてきたこと自体がまちづくりである。
・参加者を増やしていくこと、受け入れる体制を作っておくことがまず必
要ではないか。



（クリスさん）
・これまでの議論、20日のミーティングを踏まえても花よりも木を植えていくこ
とが必要だと思った。とはいえ、実現するのが難しいかもしれない。木が日陰

（節子さん）
・知り合いに造園家の人いる。話進めても良いか。

２．今後の進め方について


